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一一一日夜の
北京
般送は、

中ソ条
約

敵閣とし、アメ
リカの
脅威を
視野

の
延長打ち
切りを
トッ
プ・
ニュ
l

に入れたこの条約
が、
今や
非現実

ス
で報

じた
が、
この準
大決定
もわ
的かつ
大き

な
矛
盾を抱

えた
ものと

ず
か
五分
間
で
終わ
り
、

改
め
て
同
盟・一
な
り、
昨
年駒山
効し

た
田
中
平
和
友
好

解
消の抑制
味を
悶
民に
説
明す
る
こ
と一
条約の
術梢

に
泊

たっ
て
も

大き
な間

もな
く、
きわ

めて
クール

な
扱いだ一
徳となっ

ていたのは
事実であ

る。

っ
た。
北京
蹴在の外
閑人
記
者団に一
しか
し、ソ
連と

の
軍
事同盟、、
有

も特別の
鴻絡は一
切

なかっ
た。
一
部
協議の公約を
うたっ
た
この条
約

だ
が、申閣が一
方的に、自ら外
国一
を解
消じた後の
自閣の
安全保障、

と結んだ
条約を期
限満了前に
廃棄一
そして社会
主義国家関係を
展担す

を相手間に
通告した
のは、鶴
岡
以一

る
に当たっ
て、
中
国の
最高首脳
は

来初め
てのことで
ああ。た

し
かに一

やは
D一

つ
の
カケ
を
行い、
歴
見的

中ソ関係の

険部仙の一
方で、
「

日
な曲
がり
角を
的

がっ
たといえるだ

京帝問
主おの
れ胤活

」「
日本の

侵陥
ろ

う。

を防止するため」
など日本を
仮想

今
度の
決定に当
たっ
て、

申
閣に
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中
国
は

薄

氷

踏
な

選

択
中
島
嶺
雄
東

一

外
語
大

教授

（
間
際
関
係
論）

安市
一

切
の
話

中ソ
関

説醤
舞
踏
可
係宇佐
私一泊

し
て

4
豊
穣“

みる
と、

中開

法中ソ
の
問盟関係がか

な
り古い時

期から
あり
叫なかっ
たとの
諸
制に

ーっ
て
い
る。

だ
が、一
万のソ
連は
問条
約

を
出関

東する
滋思

のないこと
を
表明

し
て

おり、中
国側か
らの
廃棄通
告を
受

口
つ
－’芦

、．

同一
隅
m

a

ホ

約一
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は
次の一…一つ
の
選捉

が理論的に
は
あ

っ
た。①中国・

ベ
トナ
ム紛争とい
う
新

た
な河川般
のもとでの五
年間の
自
動

延長＠条
文
の中の対
日敵綿条
腐を

削
除する
③路
誕の
窓恩通告。

しかし、
中国は日
中平和友野条‘

約締
結の
際に、
廃棄

の
方向を明
確

にしてい
た
だけに、
呂志

との約
束

を守っ
て、
しか
も申ソ条約
を曲
が

P
な
りに

も継続する
ために
は
＠の

泊し
か
残
さ
れ
てい
な
かっ
た。
だ
が

⑨
につ
い
て
は
改
めて
中
ソ
問で
交渉
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名器の値段は8千万円

の
必援が
あ
り、
関在の雨間関
係か

らみて
非現
実的な
ものであっ
た。

締局、中
間は
新た

な衝
突防止のた

めの
交渉開始とい
う提
提つ
きで、

条約
防禦の
通
俗の
巡を
選
んだわけ

であ
る。

その点
で北京
の外
交観測筋は、
っ
たとみるもので、現実の
問題

と一が
日
本、中
閣の
離間
策を強めあこ

中国外
交の
箆点が
今後、

日米を含
して、
とり
わけ単南アジアで
の
申・一
とが予測さ

れて
いる。この
場合、

めた悶際
的
な「反
ソ
統一
戦線

」形
ソ角
速が
激佑し、流動的な
情勢に一
北方領主問題が来解決

で
あ

る
限

成の
方向に
白か

れるだ
ろう

と
予測－一

なる
公
符が指
摘さ

れ
てい

る。

一
り、
この
政鏡には
限

界があ
ると申

し
てい

る。
近代化を急ぐ中間の
恕一

中
闘に

よる
今庭の一
方

的
通
信一
閣は

見ている
よ
うで、
逆に中
間

か

臓とも讃良一
体の関
係

が
あるだ
け一

後、リ
協がど

の
ような
行
動に
出る一
らの

対日
友貯政
策に拍市がかけ
ら

に
よ
緩
や
震
り

不可能
な
譲
だ
一

か。
北烈の
外交怖の
問
では、
ソ
述一
れ
るこ
とに
なろ
う。
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ベ

ト
ナ
ム

発

表

‘ 

け
て、
ソ連は

中ソ
簡に基本条約

が

なくなる
車協を中
間の
記
任

とし

て、今
後、む

し
ろ園出
な行
到をと

れるとい
うこ
とに
も
注
同すべ
き

で、
中
同と

しては、
初氷を踏
む思

い
の
灘
間だっ

たと
患っ。

中
間・
ベ
ト

ナム
戦争
以
来、
有利

な
克
場に
あ
る
ソ述
は、
こ
の
ず一喝を

維持するため
にも
、
よ
り帆
謹に対

門バ
ンコ
ク四日u
山田特派員
】

一日ごろか
ら、ハ
ノ

イで申
国
側と両

る一
と述べ
ておD、
無条件の
交渉一
なっ
た。

処す
るこ
とに
な
ろう。

問
臼の
ハ
ノ
イ
放
送
に
よる
と 、
ベト一
悶関
係に
闘
する
間前
解
決の

ため
の
呼
び
かけ
で
あ
る c
’・

一

それ
にして
も、一
つの

時代が
名
ナム
外務備は
向日、
ハ
ノイの中
国一
外務
次日級
徒渉を
開始
する用
滋が

巾凶側も
、ての提出来
に反対
する一

史 と
もに
必
♂

尽

広い
）

だ
大
誌
を
通
じて
、中

国
外
務
官一
あ一
2
こ
とを伝
えた。

刷出
尽
き、
山
町、
ベト
ナム
両
問一

が、
昨日一
色ね
が
神話だ℃

たよう一

一

一

：

；
一「
況聴な’一
路市
を送
P、ベ
トナム一

これにつ
いて、ハ
ノイ
で品者
会

は
、先月
十六円の

中間
側の
〔先全一

に、
永巡の中ソ対作一というのもも一

一

三
つの
神話だろ

う。こ
の点
議
仰が
こ
れま
で
主
張し

て
き

た
よう
見した
ファ
ン・
ヒエン

外
務
次
開

－

議
室」
か・
お一二
週間ぶDに
二

望し
ての
行動

が
製
さ
れてい

ると
に、中
堅の
ベ
ト

ナム
領からの先
は、
弔
問
でなけ

れ
ば
な
らな一
ようや
く
現
当防止を
含む
関係一

思われる。

会撤退
毒つ
こと

な
く、
｛今月十
いことは

、
ピザの
申
請
だけ

であ一
警のための
語に入
る
還
しと一
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日．

炎で合意

イ

ラ

ン

の

暴

動

再

発

【テへ
ラン三
日
H藤
本特派
員〕

一一一日のベ
ル
シャ
語夕
刊紙
アヤン
デ

ガンに
よると、
イラン
北
東部の町

ゴ
ンパ
デカ
ブスで
続い

ている
少数

民
政ト
ルクメン
族の暴
動で、
これ

ま
で
に
百一一一
十二
人
が
死
亡、一一一一白
人

以上
が負
傷した。
トル
クメン
肢

は
、自治
権拡大と
民地の
分配を
鹿

求し
て
お
の、
二
日夜の
政
府
発
表に

れ
ば、
政
府
と同
阪

との
聞で
仰戦

協定が成立
んた
ばかりだ

が、現地

から
の
悩報に
よる

と、一一一
日も
自励

小銃や、
りゅ
う弾砲など
による
戦

闘が
続い

てい
るという

。

領
に
辞
表
を
提
出
し
た
と
伝
え
た。

間
首相は、
これより
先、一
部で

報泊
された
辞任
却を否
定してい

る

が、一一回
か
ら三

日までのベ
存ン・

イス
ラエ
ル
首相の
カイロ
訪
問中、

健保
上の問
題を
理由に、一
肢も公

式行
窮に出
席してい

ない。

中国、ソ連引力から脱出　同盟条約廃棄　30年の安全弁失う


